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年　　月　　日

龍谷大学長　様
申請者

１．研究課題について

※以下、再審査申請の場合は、変更箇所を下線等で明示すること。

氏 名

連絡先

　

調査・実験など直接対象者に
関わる研究協力者等の事前教
育・訓練の有無

事務局記入欄
申請番号

職名所 属

人を対象とする研究に関する倫理審査申請書

TEL

e-mail

共同研究者

所属

□有

方法等

研究課題名

氏　　名

職名 氏　　名

　「人を対象とする研究に関する倫理委員会規程」に基づき、下記のとおり審査の申請をいた
します。

□再審査（　　　回目）□１回目

研究代表者
※申請者と異なる場合

本研究の審査申請回数

２．研究者について
職名

所属 職名

職名 氏　　名

氏　　名所属 職名研究指導者
※申請者が大学院生の場合等

□無

所属

所属

職名 氏　　名

氏　　名

所属

氏　　名

理由

所属 職名

申請者が大学院生の場合は

研究科・専攻及び学籍番号

本申請書の提出年月日

携帯電話等連絡がつきやすい連絡先

学長会判定結果通知後の再審査の

場合のみチェック・記入

申請者が大学院生の場合、
指導教員の確認を経た後に
申請書を提出してください。
※大学院生が申請する場合
は指導教員から審査の必要
性について補足説明を求め
る場合があります。

通常、こちらをチェック



実施期間
　　　学長会承認後　　　～　　　年　　月　　日

実施場所

研究資金 予算額
□学内経費（　　　　　　　 ）
□学外経費（　　　　　　　 ）

学外

施設名、建物名等、所在地

研究成果の公開方法 本研究に関わる学会発表、論文の執筆・投稿などの予定を記入し
てください。（修士論文・博士論文とする場合は、その旨記入し
てください。）

期待される研究成果（200字程度、必要に応じて別添）

本研究によって得られる成果、社会的意義について記入してください。その他、必要に応じて
資料を添付してください。

３．研究計画の概要について
学内

本研究の実施にあたって、発生しうる倫理上のリスク及びそれに対する対応策を具体的に記入
してください。

その他
（海外等）

施設名、建物名等、所在地

専門分野外の人にも分かるように記入してください。特に、研究の研究従事者、研究対象者、
それぞれの全体像と、役割分担、研究の流れが具体的に分かるように説明してください。
その他、必要に応じて資料を添付してください。
（研究フロー図の添付を推奨）

研究目的と意義（200字程度、必要に応じて別添）

専門分野外の人にも分かるように記入してください。専門用語等は添付資料にて説明し、その
他、必要に応じて資料を添付してください。

研究計画の概要（200字程度、必要に応じて別添）

研究等実施に当たっての倫理上の問題点及び解決方法

学舎、号館、研究室、教室名等

複数の場所で実施する場所は

主な実施場所を記入し、それ以

外については別紙等で説明し

てください。

当該研究の実施期間。
開始は原則「学長承認後」と記入

科学研究費、受託研究費、個人研究費等



□成人（ここでは18歳以上とする）
□学生（□本学　□他大学（大学名）：　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対象者数：　　　　　名

□未成年（18歳未満）等
□児童・生徒（□高校生　□中学生　□小学生）
□幼児

対象者数：　　　　　名

□障がいのある対象者
対象者数：　　　　　名

□特定しない

総計：　　　　　名

４．研究対象者から収集する個人情報等データについて
対象者の種別と人数（予定）

対象者として選定した理由 本研究の対象者として選定する理由を研究計画との関わりにおい
て説明してください。選定方法も本欄に記入してください。
（例：一般公募・学内者・受講生・クラブ団体から選定等）

収集データ等の項目 収集予定のデータ項目を具体的に記入してください。調査用紙等
があれば、それを添付してください。

収集の方法
※調査用紙を作成する場合は添付
　すること

調査、観察、インタビューなど収集の具体的な方法について記入
してください。調査用紙を使用する場合は全て添付してくださ
い。授業等において収集する場合はその旨記入してください。

収集する場所 調査、観察、インタビューなどデータを収集する場所を具体的に
記入してください。

委託する機関等 契約書の有無データの収集を機関等に委託する場合、機関名
および委託する理由を記入してください。

□有・□無

収集する際の留意点 収集する際に発生しうるリスク及びそれに対する対応策を具体的
に記入してください。（例：実験中の事故等の危険性及びそれへ
の対応等）

謝礼
研究資金名等 □金品

□物品（　　　　）
□その他（　　　）

有無 原資 形態

□有・□無

原則、契約を締結し、契約

書の写を添付

内訳の合計と総計が一致
すること



５．個人情報の保護について

６．対象者への説明と同意について

□無
同意書
※同意書を作成する場合は添付する
　こと

収集する個人情報
□国籍　□氏名　□住所　□年齢
□その他（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

取扱責任者

氏名

氏　　名所属 職名

□有

説明方法
※説明書を作成する場合は添付する
　こと

対象　□個人　□集団　□その他（　　　　　　　　）

方法　□書面　□口頭　□その他（　　　　　　　　）

個人情報の保管方法

個人情報の廃棄方法

「外部記憶装置に記録し、その媒体は●●研究室の施錠された金
庫に保管する　」など具体的に記入してください。

「研究終了後●年間保管の後、電子媒体は物理的に破壊のうえ、
紙媒体は裁断のうえ廃棄する。」など媒体毎に具体的に記入して
ください。

その他個人情報保護に関する
特記事項

特記事項があれば記入してください。

説明者

理由及び同意を得たことを確認する方法

所属 職名 氏　　名

匿名化

対応表の保管・管理の方法
「外部記憶装置に記録し、その媒体は●●研究室の施錠された金
庫に保管する　」など具体的に記入してください。

□個人を識別する情報を取り除き、新たに符号又は番号を付し
　　て匿名化し、対応表は作成しない。
匿名化しない場合、その理由

□個人を識別する情報を取り除き、新たに符号又は番号を付し
　　て匿名化し、対応表を作成する。

職名所属

□匿名化しない

説明する事項

選択項目以外で特定の個人が識別可能なデー

タがある場合、記入してください、

通常は申請者

個人情報の匿名化につい
て該当項目をチェックして
ください。

原則、説明書を作成し添付してください。
説明方法を選択し、説明する事項を記入してください。対象の属
性で方法が異なる場合は、それぞれについて説明してください。

対象者への説明を行う者

原則、同意書を作成し添付してください。

対象の属性で方法が異なる場合は、それぞれについて説明してください。
同意書無の場合は、理由を記入してください。



７．その他

８．確認事項
以下の内容を確認した上で、確認欄□に✓チェックください。

事務局記入欄 ①（　／　）、②（　／　）、③（　／　）

① （　／　）

代諾

添付書類一覧
※研究計画について、本申請書に書
　ききれない場合等は申請者の判断
　に基づき研究計画書を添付するこ
　とができる

安全管理上の特記事項等

機関名 審査結果他機関による倫理審査

□申請書提出時確認シート
□調査用紙
□対象者への説明書
□対象者からの同意書

その他（具体的に記入すること）

特記事項があれば記入してください。

上記を確認しました□

申請書
修正履歴

委員による事前確認
に対する修正

委員会審査に対する
修正

代諾者（対象者との関係）

代諾を得る理由
対象者本人から同意を得ることができない場合等、その理由を記入して
ください。

　本申請に際しては、国及び関連省庁等の法令や指針並びに、学会等の指針、「龍谷大学　研究活
動に関する指針」に定める事項に留意し、社会に信頼される倫理観ある研究を遂行いたします。

本学以外の機関において、本研究の審査を受けている場合

本研究に関する資料は可能な限り添付するようにしてください。
（例：専門用語の解説、研究計画書、研究従事者の役割分担等
の資料、調査対象を条件等により区分する場合その全体を説明
した資料等）
添付書類をチェックしてください。

申請を行われる方は、確認事項の記載内容を

よく確認の上、必ず☑をつけてください。

申請書提出時確認シートは、必ず添付して
ください


	確定版

